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 清水総合開発のご神木伐採理由の変遷と喪失             2024. 5.20 熊本一規 

１．清水総合開発のご神木伐採理由の変遷 

1-1.ケヤキを残した敷地活用→根の一部の切断→植栽業者から「倒木の恐れ」の提示 

   以下、Yahooニュース(2023.7.29) 

 

〇石勝エクステリア報告書（根系調査）  

正式名称：「西荻北二丁目計画ケヤキ根系調査業務報告書」(2023年 10月) 

(1) 目 的 

    ＜報告書からの抜粋は略＞ 

1-2. 1-1を踏まえると、根系調査の目的は、根の切断に伴う「倒木の恐れ」の検証にあったと思われる。 

〇石勝エクステリア報告書（根系調査） 

(2) 考 察 

    ＜報告書からの抜粋は略＞ 

1-3. 「考察」は、「ケヤキを残した敷地活用→根の一部の切断」をしても倒木の恐れがないことを示している。 

 〇石勝エクステリア報告書（幹折損調査）  

正式名称：「西荻北二丁目計画ケヤキ機器診断業務報告書」(2023年 11月) 

1-4.根系調査（2023年 10月）の結果、当初(1-1)のご神木伐採の根拠が崩れたため、根系調査の約一か月  

後に幹折損調査(2023年 11月)を実施したと思われる。 

1-5.幹折損調査の結果、ご神木伐採の根拠は「空洞率の高さ」におかれた。 

２．清水総合開発のご神木伐採の根拠の喪失 

しかし、東京都街路樹診断マニュアルの判定基準は、すでに「空洞率」から「活力度」に変更されていた。 

 ∴ご神木伐採の根拠はなくなったため、当初の「ケヤキを残した敷地活用」案に戻るべきではないか。 


